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ソ
壌
の

J

育
も
病
ん
で
い
る

と
教
替
問
題
!

ト
自

所
北
大

著{申
学
部一

い
ま
五
年
自
の
後
半
を
ゆ
く
ソ
連

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
で
あ
る
が
、
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
(
立
て
直
し
)
の
も

と
一
言
論
界
の
活
発
化
と
政
治
制
度
改

革
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
経
済
面
で
成
果
が
ま
だ
見
え
な
い
ば
か

り
か
相
次
ぐ
政
策
手
直
し
を
迫
ら
れ
、
他
方
で
民
族
問
題
は
激
化
す

る
な
ど
、
そ
の
前
途
は
険
し
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
関
心
を
寄
せ
る
教
育
の
分
野
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ご
く
最
近
の
新
聞
に
モ
ス
ク
ワ
の
あ
る
数
制
が
書
い
て
い
る

i
!

学
校
は
然
権
利
で

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
従
属

し
て
い
る
国
家
施
設

勉強の重圧につぶされる子ともげ夕刊モスク

ワJ89年8月21El掲載の風刺漫画〕
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「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
進
行
は
不
均
等
だ
。
学
校
は
社
会
の
他
の
多

く
の
分
野
よ
り
ゆ
っ
く
り
と
し
か
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
さ
れ
て
い
な
い
。

な
ぜ
か
?
わ
れ
わ
れ
が
恐
れ
と
保
守
主
義
で
は
ヨ
リ
多
く
、
資
金
は

ヨ
リ
少
な
い
か
ら
だ
。
学
校
は
保
守
的
で
、
物
的
な
面
で
発
達
し
て

い
な
い
国
家
施
設
だ
。
そ
し
て
熊
権
利
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
対
し

て
従
属
的
だ
」
と
(
七
一
六
番
学
校
の
歴
史
教
師
A
@
ベ
ル
シ
テ

i

イ
ン
の
発
言
、
一
一
ウ
チ

i
チ
ェ
リ
ス
カ
ヤ
@
ガ
ゼ

i
ダ
」
(
教
員
新

聞
)
八
九
年
一
一
月
一
六
日
)
。
改
箪
の
立
ち
遅
れ
に
い
ら
だ
っ
、

こ
の
よ
う
な
声
が
今
現
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
小
稿
を
進
め
た
い
。
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学
校
は
保
守
的
な
国
家
施
設
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
従
属
し

て
い
る
と
い
う
。
だ
が
こ
れ
は
ソ
連
で
少
な
く
見
て
も
、
革
命
後
七

O
年
の
う
ち
お
よ
そ
六

O
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
基
本
シ
ス
テ

ム
の
下
で
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
学
校
の
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
が
た
や
す
く
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本

で
は
、
ソ
速
の
教
育
が
抱
え
る
そ
う
い
う
困
難
に
つ
い
て
は
マ
ス
コ

ミ
も
、
教
育
界
も
、
き
わ
め
て
断
片
的
に
し
か
、
あ
る
い
は
若
干
の

個
人
体
験
と
し
て
し
か
、
伝
え
、
考
察
し
て
こ
な
か
っ
た
き
ら
い
が

あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
対
象
を
系
統
的
、
総
合
的
に
抱
握
す
る
う
え

で
弱
点
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
た
と
え
ば
八
三

1
八
四

年
の
教
育
改
革
政
策
を
論
じ
て
、
「
:
・
マ
イ
ナ
ス
の
要
国
は
み
ら
れ

な
い
」
「
改
革
は
き
わ
め
て
有
利
な
条
件
を
つ
く
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
」
と
い
っ
た
大
甘
な
、
す
ぐ
に
外
れ
る
“
評
価
"
を
語
っ
た
り

し
た
の
で
あ
っ
た
(
『
ソ
ビ
エ
ト
の
教
育
改
革
』
八
五
年
、
明
治
国

書
、
二
二

i
四
頁
)
。

わ
が
国
の
教
育
界
に
お
い
て
も
ソ
連
の
教
育
現
実
の
矛
居
を
冷
静

に
見
据
え
る
発
言
は
あ
っ
た
。
七
九
年
の
村
山
士
郎
の
指
摘
は
早
い

ほ
う
に
属
す
る
。
彼
は
、
自
身
の
ソ
連
留
学
の
経
験
に
よ
る
実
感
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
今
、
ソ
ビ
エ
ト
の
教
育
で
何
が
問
題

か
」
と
題
し
た
一
節
で
「
ソ
ビ
エ
ト
の
子
ど
も
・
青
年
の
教
育
の
現

状
は
・
:
本
質
的
に
大
き
な
国
難
を
か
か
え
て
い
る
」
と
言
い
切
っ
て
、

個
別
に
、
か
れ
ら
の
労
働
忌
避
の
風
潮
、
「
政
治
的
日
思
想
的
準
備

水
準
の
低
下
」
、
「
学
習
不
振
や
学
習
意
欲
の
喪
失
現
象
」
の
「
三

つ
の
困
難
」
を
挙
げ
た
(
「
夏
休
み
生
活
学
校
l

ピ
ォ
、
不
l
ル
・

キ
ャ
ン
プ
の
一
ヶ
月
」
民
衆
社
、
一
四
六
頁
以
下
〉
。
こ
れ
は
貴
重

な
発
言
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
こ
の
三
つ
の
指
摘
は
そ
の
内
容

と
視
角
に
お
い
て
、
執
筆
直
前
の
七
七
年
一
二
月
の
ソ
連
共
産
党
中

央
委
@
連
邦
閣
議
の
普
通
学
校
の
教
育
e

労
働
教
青
の
改
善
に
関
す

る
「
決
定
」

H
政
策
に
引
き
づ
ら
れ
た
面
を
も
ち
、
著
者
の
意
図
の

一
貫
性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
彼
の
研
究
は
そ
う

い
う
教
育
政
策
の
歴
史
的
起
源
の
追
求
に
向
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
で
は
長
い
間
、
ソ
連
教
膏
の
具
体
的
な
事

実
を
ふ
ま
え
つ
つ
現
状
@
理
論
。
政
策
@
運
動
を
見
わ
た
す
把
握
が

求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

小
稿
は
、
グ
ラ

l
ス
ノ
ス
チ
(
情
報
公
開
制
)
の
も
と
で
諸
国
難

の
事
実
や
論
争
を
報
道
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
近
の
ソ
連
の
新
開
を

お
も
な
資
料
に
し
て
、
自
分
の
非
力
も
か
え
り
み
ず
、
い
く
ら
か
は

右
の
よ
う
な
観
点
を
め
ざ
し
つ
つ
、
教
育
問
題
の
把
握
を
こ
こ
ろ
み

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
や
は
り
、
未
完
の
ス
ケ
ッ
チ
に
終
わ
っ
て

い
る
。
特
に
論
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
中
等
教
育
制
度
改
革
の
方
針
を

ふ
く
む
党
@
国
家
レ
ベ
ル
の
「
教
育
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
政
策
」
に
は

立
ち
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
お
含
み
国
き
た
い
。
(
八
九
年
春

ま
で
の
こ
の
レ
ベ
ル
の
政
策
の
流
れ
を
若
干
整
理
し
た
も
の
と
し
て

は
「
ソ
ビ
エ
ト
研
究
所
ビ
ュ
レ
テ
ィ
ン
」
第
四

1
五
号
を
掲
載
の
拙

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。

-63一



じっ。。。っ==。つひつじつじつ。"c/)。つじつcつじつじつじつ。。。つじつじつ。っ。っ'"つじつじつ c/)CつじつC/)Cっ。。むつ。っcつじつcつC々 '"っ。。。っ

子
ど
も
と
学
校
を
め
ぐ
る
悩
み

@
「
い
じ
め
」
と

「
お
と
し
」

子
ど
も
@
青
年
の
「
荒
れ
」
と
も

一
言
う
べ
き
、
日
本
の
わ
れ
わ
れ
に
も

イ
メ
ー
ジ
し
う
る
、
病
理
現
象
が
ソ

連
に
お
い
て
も
ふ
え
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
存
在
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

「
か
か
し
」
と
呼
ば
れ
て
容
貌
を
あ
げ
つ
ら
わ
れ
て
訪
日
に
い
じ
め
目

さ
れ
た
女
の
子
の
実
話
を
も
と
に
し
て
、
作
家
の
ウ
ラ
ヂ

i
ミ
ル
・

ジ
ェ
レ

l
ズ
ニ
コ
フ
は
七
六
年
に
脚
本
「
か
か
し
』
(
口

E
5
E
C
)
を

書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
中
編
に
書
き
直
さ
れ
て
八
二
一
年
に
子
ど
も
向

け
雑
誌
『
ピ
オ
ネ
!
ル
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
い

じ
め
」
現
象
が
ひ
ろ
く
話
題
に
な
っ
た
。
小
稿
の
筆
者
も
、
モ
ス
ク

ワ
に
滞
在
し
て
い
た
八
三
年
一

O
月
か
ら
八
四
年
一
一
一
月
に
か
け
て
耳

に
し
た
。
作
家
は
最
近
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
こ
の
脚
本
が
不

採
用
に
さ
れ
た
り
、
中
編
も
掲
載
延
期
に
な
っ
た
り
で
、
な
か
な
か

日
の
目
を
見
な
か
っ
た
経
緯
を
語
っ
て
い
る
。
作
品
は
八
四
年
夏
に

は
映
画
に
な
っ
た
(
教
員
新
聞
八
九
年
九
月
二
八
日
)
。

八
八
年
の
メ
ー
デ
ー
休
暇
の
前
日
、
ア
ル
マ
@
ア
タ
市
一
三
番
中

学
の
八
年
A
組
で
休
み
時
間
に
、
い
つ
も
弱
い
者
を
侮
辱
し
、
気
に

さ
わ
る
こ
と
を
言
っ
て
傷
付
け
て
い
た
、
つ
ま
り
、
い
じ
め
を
続
け

て
い
た
セ
ル
ゲ
イ
が
、
同
級
生
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
に
手
製
の
ピ
ス
ト
ル

で
撃
た
れ
、
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
(
『
ト
ル

l
ド』

八
八
年
八
月
二
八
日
。
生
徒
の
名
は
仮
名
)
。
先
頃
日
本
で
起
き
た

事
件
を
連
想
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
い
じ
め
は

ソ
連
で
も
し
ば
し
ば
事
件
に
至
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

「
お
ど
し
」
も
あ
る
。
二
一
年
生
の
子
ど
も
が
学
校
で
、
本
や
お
金

を
ゆ
す
り
と
ら
れ
た
事
件
を
モ
ス
ク
ワ
の
学
校
教
師
が
知
人
の
話
と

し
て
書
い
て
い
る
。
「
学
校
で
の
脅
し
ゃ
暴
力
は
、
残
念
だ
が
、
も

う
珍
し
く
な
い
」
と
い
う
(
教
員
新
聞
八
九
年
三
月
一
一
日
)
。

こ
の
よ
う
な
現
象
が
増
加
し
、
荒
れ
を
見
せ
て
い
る
子
供
の
澄
界

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
教
師
の
仕
事
の
多
く
が
学
級
内
の
秩
序
回
復
に

割
か
れ
る
と
い
う
の
も
し
か
る
べ
き
帰
結
で
あ
ろ
う
(
『
ノ

i
ヴ
ォ

エ
・
ヴ
レ

i
ミ
ヤ
』
(
新
時
代
)
誌
八
八
年
一
二
号
、
投
書
)
。

ソ
連
社
会
で
は
児
童
に
関
わ
る
虐
待

.
学
校
と
家
庭
で
の

行
為

(
N
y
m印
同

o
r
c
m
片
山
)
が
こ
の
一
一

O

子
ど
も
の
虐
待

年
間
同
一
貫
し
て
ふ
え
て
い
る
。
法
的
保

護
機
関
で
把
握
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
あ

る
が
、
そ
の
児
童
虐
待
の
九
割
は
、
未
成
年
層
の
な
か
、
家
庭
内
、

そ
し
て
教
師
@
生
徒
関
係
で
生
じ
て
い
る
(
内
務
省
の
ア
カ
デ
ミ
ー

の
教
援
の
イ
ン
タ
ピ
ュ

l
発
言
、
教
員
新
聞
八
九
年
八
月
一

O
臼
)
。

『
教
員
新
開
閉
」
は
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
」
と
題
し
、
子
ど
も

が
学
校
で
受
け
た
ひ
ど
い
取
扱
い
に
つ
い
て
訴
え
て
き
た
投
書
を
ま

と
め
て
掲
載
し
た
(
八
九
年
七
月
一
一
日
)
。
教
師
の
生
徒
に
対
す

る
虐
待
や
暴
言
は
、
八
八
年
一
一
月
の
教
育
世
論
調
査
(
本
稿
で
後

出
)
で
は
、
教
部
の
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
徒
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト

-64 -
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が
、
存
在
す
る
と
回
答
し
て
い
る
(
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
八
八
年

一
二
月
二

O
日
)
。

子
供
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た
行
為
は
、
も
ち
ろ
ん
社
会
一
般
に
見

ら
れ
る
過
酷
な
行
為
の
現
象
の
一
部
で
あ
り
、
反
映
で
あ
る
。
窓
や

刑
務
所
、
少
年
説
、
矯
正
特
別
職
業
技
術
高
校
(
さ
ら
に
他
に
も
あ

る

の

か

も

知

れ

な

い

が

)

に

お

け

る

「

後

輩

い

じ

め

」

(乱立
0
5
5吉
山
)
の
虐
待
行
為
が
、
存
在
じ
た
い
は
以
前
か
ら
知
ら

れ
て
い
た
の
だ
っ
た
が
、
グ
ラ

l
ス
ノ
ス
チ
の
下
で
現
在
新
聞
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
(
教
員
新
聞
八
八
年
一

O
月
二
二
日
、
八
九
年

三
月
七
日
、
「
コ
ム
ソ
モ

l
リ
ス
カ
ヤ
e

プ
ラ
ウ
ダ
」
八
九
年
五
月

一一

O
臼
他
)
。
憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
学
校
教
師
の
中
に
ま
で
、
軍
に

い
た
と
き
の
後
叢
い
じ
め
の
体
験
が
抜
け
切
れ
ず
、
自
分
の
生
徒
に

対
し
て
つ
い
乱
暴
な
行
為
に
走
っ
て
し
ま
う
者
が
あ
る
と
い
う
、
大

人
に
よ
る
暴
力
の
直
接
的
な
持
ち
込
み
の
ケ
l
ス
で
あ
る
(
教
員
新

罰
八
九
年
九
月
一
九
日
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
教
師
の
告
白
)
。
学

校
は
社
会
の
鏡
で
あ
る
。

生
徒
の
中
に
飲
酒
と
喫
煙
、
外
国
人
と
の
間
取
り
引
き
行
為
と
い

う
「
非
行
」
は
広
ま
っ
て
い
る
。

麻
薬
中
毒
の
急
速
な
広
が
り
は

一
段
と
深
刻
で
あ
る
。
連
邦
保
健

省
の
患
者
登
録
で
一
九
八
四
年
に

六
千
人
だ
っ
た
の
が
一
九
八
八
年
初
め
で
五
万
人
に
激
増
し
て
い
る

(
『
毎
日
新
聞
」
八
八
年
二
月
一
日
)
。
別
の
新
し
い
数
字
で
は
つ
淋

。
少
年
犯
罪
と
麻
薬

薬
常
習
者
は
一
二
万
人
だ
が
、
実
際
は
、
そ
の
五
指
以
上
と
み
ら
れ

る
」
と
い
う
(
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ャ
」
紙
の
A
a
ボ
ー
ビ
ン
評
論
員
、

『
毎
日
新
聞
』
八
九
年
三
一
月
七
日
)
。
こ
の
麻
薬
問
題
の
大
方
は

青
少
年
問
題
と
見
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
コ
ム
ソ
モ

l
リ
ス
カ

ヤ
@
プ
ラ
ウ
タ
」
(
発
行
部
数
、
約
一
八

O
O万
部
)
な
ど
の
青
年

関
係
紙
に
止
ま
ら
ず
各
マ
ス
@
メ
デ
ィ
ア
は
麻
薬
中
毒
の
恐
ろ
し
さ

を
知
ら
せ
る
キ
ャ
ン
ぺ

i
ン
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
る
。
『
教
員
新

聞
」
は
八
七
年
一
月
、
切
り
抜
け
ば
啓
発
ポ
ス
タ
ー
二
枚
に
な
る
紙

面
を
組
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る
(
一
五
日
。
当
時
発
行
部
数
約
一
五

O
万

部
)
。
な
お
「
若
者
の
麻
薬
中
毒
者
@
薬
物
中
毒
者
の
数
は
こ
の
五

年
間
だ
け
で
も
四
千
人
か
ら
二
万
七
千
人
に
増
加
し
て
い
る
」
と
い

う
数
字
も
あ
る
(
教
員
新
聞
八
九
年
八
月
二
二
日
)
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
時
代
に
入
り
、
私
的
経
営
の
公
認
な
ど
も
含

め
て
社
会
が
全
体
に
開
放
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
犯
罪
が
急
増
し
て
い
る
。
特
に
未
成
年
者
(
一

八
才
未
満
)
の
そ
れ
は
著
し
く
、
八
九
年
始
め
二
か
月
間
の
犯
罪
件

数
は
前
年
同
時
期
に
比
べ
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
だ
っ
た
。
八
八

年
中
の
未
成
年
犯
罪
は
一
八
万
三
九
五
三
件
で
あ
っ
た
。
補
導
さ
れ

た
も
の
の
う
ち
、
四
七
@
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
職
業
技
術
高
校
の
生
徒

だ
っ
た
。
ま
た
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
二
ハ

1
一
七
才
の
も
の
で
占
め

ら
れ
た
。
ほ
ぼ
凹
@
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
か
つ
て
裁
判
に
か
け
ら
れ
た

者
で
あ
る
(
『
コ
ム
ソ
モ
!
リ
ス
カ
ヤ
@
プ
ラ
ウ
ダ
」
八
九
年
一
一
一
月

七
日
、
教
員
新
聞
五
月
三
一

O
臼
)
。
全
犯
罪
件
数
の
三

O
。
ハ
!
セ
ン
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ト
以
上
を
集
団
犯
罪
が
占
め
る
と
い
う
。

未
成
年
の
集
団
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
地
域
と
し
て
、

ヵ、ザ

l
ン

しょうけ可語万年ーもの様化i式ムタだったということかしらJ
2只 1El掲畿l

fi:とあi百}といっこ

[教義務員IUeJ8 

市
(
人
口
一

O
九
万
)
が
知
ら
れ
て
い
る
。
関
市
統
計
課
の
調
べ
で

は
現
在
六
三
グ
ル
ー
プ
が
存
哀
し
て
、
こ
こ
に
一
七

O
O名
以
上
が

所
属
し
、
う
ち
三
分
の
二
が
未
成
年
で
あ
る
と
い
う
。
過
去
一
年
で

未
成
年
犯
罪
が
一
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
治
加
し
て
い
る
(
吋
ソ
ビ
エ

ト
@
ロ
シ
ア
」
八
九
年
三
月
二
二
日
)
。
シ
ン
ボ
ル
の
独
特
の
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
帽
を
か
ぶ
り
、
ダ
ブ
ダ
ブ
の
ズ
ボ
ン
告
は
い
て
街
を
俳
銅

す
る
の
で
あ
る
。
死
者
数
人
を
出
し
た
八
年
春
の
街
頭
衝
突
が
全

国
に
報
じ
ら
れ
て
以
古
「
カ
、
サ

i
ン

と

い

う

時

事

用

語

が

う

ま
れ
て
い
る
。

首
都
モ
ス
ク
ワ
宇
ご
叫

た
な
い
未
成
年
庁
、
八
ム

人
に
増
加
し
て
い
品
。

月

に

い

〈

と
こ
ろ
も
働
く
と
こ
ろ
も
持

の

一

人

か

ら

八

八

年

の

七

」

八

九

」

れ

で

の

自

に

止

ま

ぺ

た

氷

山

の

一

ラ
ウ
ゲ
ん
八
九
年
七
凡
二
六
日
)
。
批
判
少
年

か
ら
知
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
八
三
年
か
ら
八
、

八
位
か
け
て
ぷ
ー
の
業
間
引
に
浮
が
二
信
に
川
ド
叶
え
て
い
る
し
、
モ

ス
ク
ワ
が
ア
ペ
ザ

i
ン

に

な

り

つ

つ

あ

い

い
υが
句

、

3
P
3
0

ー
っ

L

J

、ご
L

に一応ーし

が
が
人
、
一
」
と
い
~

J
Hけ

叶

J
L
Y
J

内

/

F

H

1

1

、

の
プ
デ
ど
ら
@
百
年
の
こ
の
よ
う
な
長
い
授
は
悶

こ
も
ー
小
伝
り
楽
判
例
こ

J
ご
コ
ー
と
パ
ブ
9
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の
時
代
の
深
酒
が
わ
れ
わ
れ
に
重
い
造
産
を
残
し
た
こ
と
に
言
葉
も

な
い
」
と
続
け
た
(
教
員
新
聞
八
九
年
七
月
一
一
日
)
。
四
六

O
万
人
の

慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
が
お
り
そ
の
う
ち
五
四
万
五
千
人
が
女
性

だ
と
い
う
現
状
を
示
す
こ
の
縮
習
が
国
を
蝕
み
、
産
ま
れ
な
が
ら
の

子
供
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

家
産
の
崩
壊
傾
向
は
強
ま
っ
て

・
離
婚
と
家
庭
破
綻
い
る
。
今
年
(
八
九
年
)
八
月
一

五
日
の
「
フ
ラ
ウ
ダ
』
は
離
婚
統

計
の
発
表
に
関
わ
っ
て
「
離
婚
H

人
間
の
分
断
」
と
題
し
て
、
「
両

親
の
関
連
い
の
最
大
の
犠
牲
者
は
子
供
で
あ
る
」
こ
と
を
訴
え
た
。

両
紙
は
、
国
家
統
計
委
の
月
報
@
7
月
に
よ
っ
て
、
八
八
年
一
年
間

に
九
五
万
家
庭
が
、
つ
ま
り
全
夫
婦
の
四
分
の
一
が
離
婚
し
た
と
伝

え
た
。
統
計
集
『
ソ
連
の
人
口
』
は
六

0
年
代
と
七

0
年
代
に
離
婚

が
急
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
六

O
年
に
は
二
七
万
二
百
組
、

七

O
年
に
は
六
三
万
六
二

O
O組
、
八

O
年
に
九
二
万
九
六

O
O組

の
離
婚
で
あ
る
。
最
も
多
い
の
は
二
五

i
二
九
才
の
夫
婦
二
三
万
四

千
組
の
離
婚
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
二
万
八
千
人
の
子
供
が
片
親
な

し
に
な
る
。
次
の
「
危
険
な
」
年
齢
は
一
二

0
1三
回
才
で
一
八
万
組

の
離
婚
で
、
二

O
万
人
の
子
供
が
残
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
毎
年
、
七

七
万
五
千
人
の
子
供
が
家
庭
破
綻
の
た
め
に
片
親
を
失
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

ソ
連
の
女
性
問
題
は
単
純
で
は
な
い
。

ソ
連
は
職
業
と
高
等
教
育
へ
の
女
性
の
進
出
度
と
い
う
点
で
は
世

界
一
を
ほ
こ
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
家
事
@
育
児
は
依
然

と
し
て
女
性
の
仕
事
と
見
な
す
観
点
が
強
く
、
消
費
材
生
産
@
サ
j

ピ
ス
業
@
商
業
の
未
発
達
と
も
あ
い
ま
っ
て
女
性
の
家
事
負
担
は
大

き
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
多
く
の
女
性
は
家
庭
と
職
場
の
「
二
重
の

負
担
」
に
あ
え
い
で
い
る
。
こ
う
し
て
、
「
離
婚
の
増
大
、
出
生
率

の
低
下
、
少
年
犯
罪
の
増
大
と
い
う
「
家
庭
崩
壊
』
症
候
群
が
確
実

に
進
行
し
つ
つ
あ
る
」
(
こ
の
段
溶
、
堀
川
伸
明
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
と
女
性
」
『
ソ
ビ
エ
ト
研
究
所
ピ
ュ
レ
テ
ィ
ン
』
四
号
八
九
年
、

に
依
拠
)
。

最
近
の
現
象
を
さ
ら
に
つ
け
加

え
る
な
ら
、
毎
年
結
婚
外
で
五

O

万
の
子
供
の
出
生
が
あ
り
、
親
権

が
放
棄
さ
れ
な
い
形
で
一

O
O万

人
以
上
の
子
供
が
「
幼
児
の
家
」
施
設
に
預
け
ら
れ
て
い
る

(
I
e

オ
フ
チ
ン
ニ
コ
ワ
「
シ
ン
グ
ル
e

マ
ザ

i
」
『
ネ
デ

l
リ
ャ
」
八
九

年
二
七
号
)
。
こ
こ
か
ら
も
「
孤
児
」
は
生
じ
る
。
こ
う
し
て
「
こ

れ
ほ
ど
の
規
模
の
孤
児
は
戦
争
と
飢
謹
の
非
常
時
し
か
知
ら
な
い
」

(
前
掲
「
フ
ラ
ウ
タ
』
)
と
い
わ
れ
る
一
一
万
人
も
の
子
供
が
「
児

童
ホ

l
ム
」
な
ど
の
寄
宿
舎
@
路
設
で
国
家
の
手
に
よ
っ
て
育
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
児
童
ホ

l
ム
の
子
供
た
ち
の
約
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
は
殺
が
健
夜
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
人
間
関
係

の
一
種
か
わ
い
た
社
会
の
中
で
「
犠
牲
者
H

子
供
」
が
育
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

親
か
ら
す
て
ら
れ
た

子
と
も
た
ち

口
Oハむ
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六
月
一
日
の
ソ
速
の
祝
日
「
子
ど
も
を
守
る
日
は
決
し
て
祝
日
で

は
な
く
、
私
た
ち
と
皆
さ
ん
に
対
す
る
挑
戦
な
の
で
す
」
と
大
人
に

呼
び
か
け
、
「
国
民
教
育
に
関
し
て
い
ま
も
残
余
金
原
別
を
実
施
し

続
け
て
〔
予
算
配
分
を
後
回
し
に
し
、
ふ
や
さ
な
い
:
・
引
用
者
〕
い

る
強
大
な
国
家
官
庁
と
の
戦
い
」
と
い
う
差
し
迫
っ
た
課
題
を
喚
起

す
る
、
あ
る
教
育
心
理
学
者
の
発
言
が
重
く
響
く
の
で
あ
る
(
教
員

新
聞
八
九
年
八
月
二
二
日
「
視
点
」
)
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
近
年
、
宗
教
の
「
必
要
」
、
そ
の
役

割
の
見
直
し
を
い
う
声
が
ソ
連
市
民
の
な
か
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

つ
ぎ
に
学
校
そ
の
も
の
の
状
況
は

・
苦
し
ん
で
い
る
教
師
た
ち
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
八
八
年
一

一
月
に
ロ
シ
ア
共
和
国
内
の
二

O
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
教
育
世
論
調
査
の
報
告
の
一
端
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
調
査
は
、

全
ソ
労
組
総
評
傘
下
の
世
論
調
査
セ
ン
タ
ー
と
連
邦
国
民
教
育
園
家

委
員
会
下
の
諮
問
機
関
「
臨
時
研
究
調
査
集
団
」
が
共
同
で
実
施
し
、

教
師
九
五
九
人
、
上
級
学
年
生
誕
〔
臼
木
の
学
校
制
度
で
い
え
ば
高

校
生
に
相
当
〕
一
七
六
回
入
、
親
一
二
五

O
人
が
回
答
し
た
も
の
で

あ
る
。会

ア

i
タ
は
主
に
教
員
新
開
八
八
年
二
一
月
一
七
日
発
表
資
料
か

ら
取
る
。
そ
れ
以
外
に
「
夕
刊
モ
ス
ク
ワ
』
八
九
年
八
月
二
一
日
掲

載
分
の
資
料
か
ら
お
ぎ
な
う
)
。

ま
ず
教
師
た
ち
が
学
校
の
現
状
を
深
く
憂
い
て
い
る
こ
と
を
調
査

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
教
師
の
七
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
学
校
は

「
深
刻
な
危
機
に
あ
り
、
根
本
的
な
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
必
要
と
し

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
部

分
的
な
手
直
し
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
回
答
し
、
ソ
速
の
学
校
が

「
社
会
の
一
般
教
菅
要
求
に
十
分
答
え
て
い
る
」
と
い
う
の
が
一
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
「
発
達
し
た
資
本
主
義
国
の
学
校
よ
り
ま
し
で
あ
る
」

と
い
う
の
が
一
一
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

自
己
の
職
業
に
対
す
る
教
師
の
不
満
は
強
い
。
教
師
の
一
三
・
コ
一

パ
ー
セ
ン
ト
が
「
機
会
が
あ
れ
ば
、
い
ま
の
職
業
を
変
え
た
い
」
と

回
答
。
学
校
を
変
え
た
い
と
い
う
教
師
が
一
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
っ
た
。
ソ
連
で
は
わ
が
国
と
異
な
り
、
教
職
員
の
定
期
異
動
と
い

う
制
度
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
事
実
上
教
師
の
四

分
の
一
が
目
下
、
自
分
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
ソ
連
の
教
師
た
ち
は
か
な
り
苦
し
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ

が
学
校
危
機
の
一
環
も
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
学
校
の
危
機
状
況
の
原
因
を
教
師
た
ち
は
ど
う
見
て
い
る
の

か
?
回
答
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
こ
れ
は
複
数
百
答
の
質
問
で

あ
っ
た
。
『
教
員
新
聞
』
に
記
載
さ
れ
た
項
目
を
す
べ
て
以
下
に
引

く
)

0
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学
校
の
需
頼
が
低
下

i
家
庭
が
子
供
の
教
青
を
自
ら

放
棄
i
五
九
@
九
パ
ー
セ
ン
ト

i
教

育

の

権

威

の

低

下

五

O 

パ
ー
セ
ン
ト
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i
宮
僚
主
義
的
な
教
育
行
政
l
四
七
@
七
パ
ー
セ
ン
ト

i
学
技
の
財
源
の
弱
さ

i
四
七
@
七
パ
ー
セ
ン
ト

l
生
徒
が
知
識
の
習
得
に
興
味
を
示
さ
な
い

i
四
七
@
五
パ
ー
セ
ン
ト

i
教
師
の
職
業
の
権
威
が
低
い

l
四
六
@
五
パ
ー
セ
ン
ト

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
生
活
か
ら
の
遊
離
、

良
い
教
科
書
の
欠
如
i
四
五
e

六
パ
ー
セ
ン
ト

l
教
育
課
程
の
遂
行
に
無
関
係
な
仕
事
が
教
師
に
多
す
ぎ
る

!
四
一
二
@
一
二
パ
ー
セ
ン
ト

l
国
全
体
に
規
律
と
秩
序
が
弛
緩
l
一
一
一
八
@
五
パ
ー
セ
ン
ト

|
企
業
体
か
ら
学
校
へ
の
支
寵
が
欠
如

i
二
一
六
@
一
パ
ー
セ
ン
ト

l
学
校
か
ら
男
性
が
や
め
て
い
な
く
な
っ
た

〔
教
職
員
構
成
の
女
性
化
:
引
用
者
〕
|
二
七
@
四
パ
ー
セ
ン
ト

i
教
育
課
程
に
学
問
的
摂
拠
と
物
的
設
備
が
不
十
分

二
六
@
七
パ
ー
セ
ン
ト

i
教
育
大
学
と
師
範
学
校
で
の
教
育
が
不
ト
分

二
五
身
五
パ
ー
セ
ン
ト

こ
の
よ
う
に
、
教
師
た
ち
の
指
摘
す
る
原
悶
は
、
家
庭
、
権
威
、

文
化
、
規
律
と
い
っ
た
教
育
制
度
外
の
も
の
と
、
教
育
行
政
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
@
教
科
議
な
ど
国
家
本
位
の
教
育
制
捜
じ
た
い
に
よ
る
も

の
と
に
分
け
ら
れ
よ
う
が
、
な
か
な
か
多
様
で
あ
る
。
教
師
を
鼓
舞

す
る
立
場
を
取
っ
て
い
る
『
教
員
新
聞
」
は
こ
れ
を
帰
し
て
「
か
く

も
広
い
学
校
観
は
教
師
の
職
業
的
、
社
会
的
成
熟
を
証
明
す
る
も
の

で
あ
る
」
と
書
く
。

だ
が
親
の
ほ
う
は
、
学
校
の
事
態
に
教
師
た
ち
以
上
に
不
満
で
あ

る
。
親
の
三

O
パ

i
セ
ン
ト
が
自
分
の
子
が
学
ん
で
い
る
学
校
に
不

満
で
あ
り
、
他
の
学
校
に
転
校
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

殺
た
ち
は
学
校
問
題
の
原
因
を
、
ま
ず
第
一
に
は
「
不
十
分
な
財
政

状
態
」
(
一
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
、
つ
い
で
「
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
実
生
活
か
ら
の
遊
離
」
(
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
、
そ
し
て
「
社

会
に
お
け
る
停
滞
現
象
」
(
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
に
み
て
い
る
。

生
徒
の
観
点
も
指
標
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
。
生
徒
の
う
ち
、
学

校
教
科
書
が
自
分
た
ち
に
信
頼
と
興
味
を
引
き
起
w

」
す
と
回
答
す
る

者
は
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
い
な
い
。
こ
の
同
じ
形
の
情
報
の
信
頼
@

興
味
度
の
設
問
で
は
、
親
と
の
会
話
、
友
人
と
の
会
話
、
新
聞
、
の

三
つ
で
肯
定
が
そ
れ
ぞ
れ
、
一
一
一
五
、
三
九
、
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
教
科
書
の
信
頼
度
は
群
を
抜
い
て
低
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
ソ
連
教
育
制
度
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

数
字
は
と
も
か
く
、
予
想
さ
れ
た
結
楽
で
あ
っ
た
。

で
は
、
以
上
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
ま
た
他
の
デ

l
タ
も
引
き
な
が

ら
、
現
在
の
教
育
危
機
を
概
括
的
に
述
べ
て
み
よ
う
。
主
要
な
結
論

は
、
学
校
ひ
い
て
は
教
育
一
般
の
社
会
的
地
位
あ
る
い
は
権
威
が
低

下
し
た
と
い
う
形
で
ソ
連
学
校
の
大
き
な
危
機
が
現
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

70 -
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そ
れ
は
第
一
に
、
教
師
た
ち
の

中
に
お
い
で
さ
え
、
子
供
の
成
長

に
と
っ
て
主
要
な
ら
の
は
学
校
で

は
な
く
て
〈
こ
れ
に
は
回
答
者
の
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
同
窓
し
て

い
な
い
)
、
家
庭
(
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
〉
と
、
遺
伝
的
索
開
民
で
あ
る

(
沼
田
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
、

学
校
の
総
威
の
抵
下
と
い
う
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
は
率
直
に
い
っ
て

筆
者
の
予
怨
を
越
え
る
数
字
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
た
と
え
ば

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
教
師
た
ち
は
自
然
の
傾
向
と
し
て
、
で
き
の
思
い

生
徒
が
い
る
と
、
ま
ず
知
能
の
せ
い
だ
と
考
え
、
二
番
目
に
怠
げ
た

せ
い
だ
と
考
え
、
ご
く
ま
れ
に
生
活
状
祝
を
考
え
、
教
育
の
仕
方
が

怒
い
か
ら
だ
と
湾
え
る
の
は
さ
ら
に
ま
れ
で
あ
る
」
(
叉
命
ザ
ゾ
。

ド
ベ
ス
、
ミ
ア
エ
ノ
レ
共
編

Z
2仏
教
育
科
学
a

五
い
〈
邦
訳
販
)
一

九
七
七
年
令
白
糸
一
刻
、
一
か
三
吉
一
)
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
日

本
で
も
そ
れ
か
ら
さ
ほ
ど
法
く
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
教
育
綴
が
践
八
作
品

な
が
、
つ
強
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
、
ソ
迎
の

教
師
の
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
途
わ
な
い
と
結
論
し
て
も
良
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
、
…
九
一
一
一

0
年
代
以
降
の
、
主
休

日
子
供
よ
り
ら
環
境
日
政
策
日
教
育
是
正
倒
的
に
綬
位
に
お
く
立
場

を
と
っ
て
き
た
教
育
政
議
と
公
的
教
育
理
論
と
に
対
す
る
幻
滅

l
i先

の
教
宵
危
機
の
原
因
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
[

i
の
た
め
、
日
本
や
フ
ラ

ン
ス
の
教
師
よ
り
も
っ
と
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
地
平
に
下
り
て
し

ま
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ご
く
控
え
目
に
み
て
も
禁

-
子
ど
も
の
質
の
悪
さ
を

際
国
と
考
え
る
教
師

値比三弘 J詰必起込".
品品;".ぬ沿温品占・J、.

ふ込山ゐぬぶ泣語絵品
目..ll..!J_誕地品山』ぶゆる仏比三~.ぷ年b

.四ー品必』ぬ結}品ふら品地&ふ品叫a品明

也尋問.$~丸町踊品、 m品納 盛田

「校長先生、 5年 8絡の生徒たちがパンク遊びを始めちゃいEとして、今日はもう勉強やめよ

うって言ってくるんですけど・ Jrrゾどことト文化J紙89年5月68掲載υ パンク!立、ここ数

年急速に浸透しているとッピ一、ヘビーメタル、ブレークダンスなどの西側文化の一つ〕
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じ
得
な
い
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
を
留
保
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ

ビ
エ
ト
教
育
学
の
新
し
い
展
開
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
ソ
連
に
お
け
る
教
育
の
権
威
の
低
下
は
、
第
二
に
は
、
親

と
生
徒
か
ら
の
、
先
に
み
た
よ
う
な
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
不
信
、
教
科
書
不
信
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
学
校
危
機
の
開
国
の

・
教
科
書
へ
の
信
頼
低
下
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
、
生
徒

の
勉
学
意
欲
の
低
下
は
、
ボ
ル
タ

ワ
教
育
大
の
M
@
モ
ル
グ
ン
(
心
理
学
)
に
よ
っ
て
も
、
四
年
生
ま

で
に
子
供
は
勉
強
へ
の
興
味
を
失
っ
て
行
き
、
気
分
的
に
不
安
感
、

無
気
力
感
が
増
え
て
行
く
と
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る

が
(
『
文
学
新
罰
』
八
七
年
九
月
九
日
)
、
こ
れ
は
、
ソ
連
社
会
一

般
の
い
わ
ゆ
る
勤
労
忌
避
傾
向
や
文
化
鋭
の
変
動
な
ど
と
関
連
が
あ

る
に
せ
よ
、
や
は
り
何
よ
り
も
右
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
@
教
科

書
の
信
頼
低
下
(
授
業
方
法
の
こ
と
も
付
け
加
え
る
べ
き
だ
が
)
と

い
う
教
脊
制
度
側
の
問
題
に
重
点
を
置
く
形
で
あ
わ
せ
把
握
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
e

教
科
書
の
同
額
の
問
題
は
新
聞
発
表
の
限
り
今

回
の
調
査
資
料
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
こ
こ
で
少
し
立

ち
入
る
な
ら
ば
、
世
論
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の

間
の
論
議
か
ら
い
え
ば
、
伝
統
の
労
働
教
育
が
合
恕
的
な
意
義
を
説

明
し
が
た
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
理
数
系
教
科
に
多
い
の
だ
が
不
必

要
と
思
わ
れ
る
テ
!
マ
の
詰
め
込
み
、
学
校
教
育
の
外
で
広
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
史
実
に
も
反
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
を
美
化
す
る
「
ソ

連
史
」
、
歴
史
@
ロ
シ
ア
文
学
@
唱
歌
@
絵
@
地
理
の
教
科
書
に
お

け
る
大
ロ
シ
ア
民
族
中
心
主
義
、
な
ど
に
あ
る

(
Y
e
ア
ザ

i
ロ
フ

論
文
、
邦
訳
所
収
『
モ
ス
ク
ワ
の
テ
レ
ビ
は
な
ぜ
火
を
噴
く
の
か
」

一
九
八
七
年
、
築
地
書
舘
。
塚
本
智
宏
論
文
、
『
ソ
ビ
エ
ト
研
究
」

二
号
、
八
九
年
。
ス
ヴ
ィ
ル
ス
キ

i
論
文
、
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ャ
」

八
八
年
八
月
二
六
日
、
ほ
か
)
。
と
く
に
麿
史
を
ふ
く
む
社
会
科
に

お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
国
家
の
タ
テ
マ
エ
と
実
社
会
・
私
生
活
の
本
音

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
若
者
を
シ
ラ
ケ

さ
せ
て
き
た
責
任
を
学
校
教
育
は
か
な
り
負
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

あ
る
作
家
が
、
比
漁
的
に
、
少
年
犯
罪
の
二

0
1二一
O
パ
ー
セ
ン
ト

は
学
校
の
教
科
書
の
せ
い
で
あ
る
と
言
い
切
る
ほ
ど
で
あ
っ
た

(
S
-

ソ
ロ
ヴ
ェ
イ
チ

i
ク
。
「
ノ

i
ヴ
ォ
エ
@
ヴ
レ

i
ミ
ヤ
」
八
八
年
四

四
号
)
。

つムワ
t

最
後
に
第
三
に
は
、
教
育
の
権

威
の
低
下
は
、
こ
の
調
査
の
回
答

者
の
全
グ
ル

i
プ
i
i教
師
も
、
親

も
、
生
誌
も
|
が
、
仕
事
に
対
す
る
教
師
の
無
感
動
(
ア
パ
シ
!
)

と
無
気
力
を
か
な
り
指
摘
し
て
い
る
(
全
グ
ル
ー
プ
で
ほ
ぼ
三
分
の

一
)
こ
と
に
現
れ
た
、
学
校
教
師
の
権
威
の
低
下
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
権
威
低
下
は
、
官
僚
主
義
の
教
育
行
政
に
よ
る
強
い

行
動
統
制
や
他
と
比
べ
て
良
く
な
い
待
遇
、
生
徒
・
親
の
要
求
と
公

式
教
育
理
論

(
H
政
策
)
と
の
板
挟
み
、
な
ど
の
歴
史
的
な
条
件
に

-
教
師
の
無
気
力
・
無
感
動
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よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
は
、

教
師
の
「
無
気
力
と
無
感
動
」
は
社
会
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
織
業
倫

理
喪
失
の
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
「
教
員
は
、

汚
職
、
二
意
思
考
、
シ
ニ
シ
ズ
ム
な
ど
停
滞
の
時
代
(
ブ
レ
ジ
ネ
フ

の
時
代
・
:
引
用
者
〕
の
社
会
病
に
対
す
る
抵
抗
力
を
失
い
始
め
た
:
。

ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
校
は
、
社
会
に
お
け
る
文
化
と
倫
恕
の

水
準
を
引
き
下
げ
る
過
程
、
若
者
を
行
政
・
命
令
シ
ス
テ
ム
〔
一
九

一一一

0
年
代
以
降
の
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
・
:
同
〕
に
照
応
さ
せ
る
社
会
過

程
の
一
環
と
な
っ
た
」
と
き
わ
め
て
ク
ー
ル
に
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
。以

上
の
教
青
調
査
の
デ

i
タ
を
今
年
八
月
の
「
夕
刊
モ
ス
ク
ワ
」

紙
に
発
表
し
た
三
人
の
社
会
学
者
の
結
論
は
「
わ
が
国
の
一
般
学
校

は
き
わ
め
て
深
刻
な
危
機
に
あ
り
、
根
本
的
な
再
建
の
た
め
の
緊
急

対
策
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
小
稿
の
最
初
に
学
校
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
け
た
や
す
く
な

い
と
書
い
た
。
そ
も
そ
も
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
ス
ロ

i
ガ
沙
で
解
決

さ
れ
る
教
育
問
題
は
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
、

グ
ラ

l
ス
ノ
ス
チ
の
条
件
を
生
か
し
て
、
ま
ず
、
以
上
の
よ
う
に
辛

い
事
実
を
ひ
ろ
く
社
会
的
に
直
視
し
、
そ
の
存
在
を
認
め
、
論
争
し
、

困
難
か
ら
の
出
口
を
見
出
だ
そ
う
と
す
る
出
発
条
件
な
の
で
あ
る
。

2 

教
育
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
苦
闘
と
民
間
教
育
運
動

現
在
、
教
育
学
が
「
た
そ
が

れ
」
を
迎
え
て
い
る
と
評
さ
れ
る

(
「
ネ
デ

l
リ
ヤ
」
八
九
年
二
一
九

号
)
ほ
ど
に
皮
肉
ら
れ
る
、
教
官

学
と
教
育
研
究
機
構
の
両
方
の
危
機
と
そ
の
解
決
を
め
ぐ
っ
て
、
い

ま
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
下
で
対
抗
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ソ
連
で
は
約
二

O
Oあ
る
教
育
大
学
は
教
員
養
成
の
個
別
目
的
大

学
で
あ
り
(
一
九
三

0
年
代
教
育
体
制
)
、
教
育
の
研
究
は
基
本
的

に
教
育
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
(
と
き
に

A
P
N
と
略
称
さ
れ
る
)
で
行

わ
れ
て
き
た
。
現
在
一
五
の
研
究
所
に
一
六

O
O人
余
の
研
究
員
を

擁
す
る
に
至
っ
た
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
し
か
し
、
そ
の
子
供
不
在

の
研
究
姿
勢
や
実
銭
の
焦
眉
の
問
題
に
立
ち
向
か
わ
な
い
傾
向
を
し

ば
し
ば
批
判
さ
れ
て
き
た
。

自
ら
が
そ
の
機
構
内
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
早
く
か
ら
率
直
に
教

育
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
在
り
方
を
批
判
し
て
き
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
e

ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
(
革
命
前
ロ
シ
ア
教
育
史
専
攻
)
は
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

の
「
現
指
導
部
が
独
特
の
無
力
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
以
前
か
ら

ま
た
全
国
民
的
に
裏
書
き
さ
れ
て
い
た
」
と
一
言
う
。
さ
ら
に
彼
は
次
の

よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

A
P
N
の
指
導
部
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
時
代
に
入

っ
て
も
新
し
い
課
題
に
応
え
る
べ
く
教
湾
科
学
の
最
良
の
勢
力
を
組

織
で
き
ず
、
ま
た
、
控
論
か
ら
の
批
判
を
自
覚
で
き
な
か
っ
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
彼
等
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
プ
ロ
セ
ス
や
傾
向
と
む

し
ろ
対
抗
し
て
お
り
、
教
育
現
場
か
ら
の
新
し
い
試
み
な
ど
自
分
た

批 す 官
半IJる僚

A イヒ
P し
N 実
と践
そか
れ ら
へ遊
の離

円。
可

I
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ち
の
「
な
れ
親
し
ん
だ
概
念
に
入
っ
て
こ
な
い
す
べ
て
を
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
に
有
害
で
あ
る
と
か
、
知
識
不
定
で
あ
る
と
か
宣
告
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
せ
ま
り
来
る
変
化
に
対
す
る
「
サ
ー
ク
ル
的
自
己

前
衛
』
を
行
っ
て
」
い
る
、
と
(
教
員
新
聞
八
八
年
三
月
一
日
)
。

と
こ
ろ
で
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
(
こ
れ
は
、
教
育
学
の
、
で
は
な
い

大
ア
カ
デ
ミ
ー
)
会
員
の
ド
ミ
ト
リ
l
@
リ
ハ
チ
ョ

i
フ
(
中
世
ロ

シ
ア
文
学
)
と
い
え
ば
、
文
化
・
教
育
の
地
位
向
上
を
訴
え
る
社
会

的
発
言
で
も
有
名
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
か
ね
て
よ
り
A
P
N
の
不

要
を
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
八
九
年
春
の

人
民
代
議
員
選
挙
演
説
に
お
い
て
、

A
P
N
の
膨
大
な
予
算
は
学
校

教
師
の
給
与
と
全
国
の
図
書
館
の
た
め
に
閉
す
べ
き
だ
と
述
べ
、
改

め
て
そ
の
廃
止
を
提
案
し
た
(
三
月
の
テ
レ
ビ
放
送
)
が
、
こ
れ
に

対
し
て
世
論
か
ら
は
「
生
き
た
実
践
か
ら
離
れ
、
革
新
教
育
家
た
ち

の
創
造
的
な
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
に
か
せ
を
は
め
、
沢
由
の
国
民
の
お
金

を
し
か
る
べ
く
還
元
す
る
こ
と
な
し
に
浪
費
し
て
い
る
、
こ
の
保
守
¥

的
な
機
関
の
非
生
産
性
に
つ
い
て
は
皆
ず
っ
と
前
か
ら
分
か
っ
て
い

ま
し
た
・
よ
と
い
っ
た
支
持
@
共
感
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
〈
「
ソ

ビ
エ
ト
文
化
』
八
九
年
三
月
二
五
百
、
投
書
)
。
こ
れ
ら
は
近
年

A
P
N
が
ど
れ
程
世
論
の
支
持
を
失
っ
て
い
た
か
を
物
語
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
教
育
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
見
舞
わ
れ
て
い
る
深
刻

な
危
機
の
理
由
に
つ
い
て
先
の
ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
は
、
第
一
に
「
公
式

ア
カ
デ
ミ
ー
教
育
学
が
長
年
に
わ
た
り
依
拠
し
て
き
た
、
教
条
主
義

と
化
し
た
ス
コ
ラ
主
義
と
う
わ
べ
知
識
の
価
健
が
低
下
し
た
」
こ
と
、

第
二
に
は
「
そ
も
そ
も
学
校
実
践
か
ら
遊
離
し
て
い
る
こ
と
」
、
第

三
に
「
ア
カ
デ
ミ
ー
の
機
構
と
活
動
の
現
行
形
態
が
古
臭
く
な
っ
た
」

こ
と
、
第
四
に
「
変
化
し
た
社
会
@
教
青
状
況
を
認
識
で
き
な
い
・

指
導
部
の
無
能
力
」
と
ま
と
め
て
い
る
(
教
員
新
聞
、
間
前
)
。

ソ
連
A
P
N
は
、
こ
う
し
た
論
議
を
み
る
な
ら
ば
、
歴
史
的
な
ひ

と
つ
の
時
代
を
終
え
つ
つ
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
私
な
り
に
今

ま
と
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
組
織
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
、
骨
化

し
た
「
ソ
ビ
エ
ト
@
マ
ル
ク
ス
主
義
」
教
育
を
説
教
す
る
役
目
を
担

っ
て
き
た
が
、
国
畏
の
意
識
が
高
ま
り
分
化
し
た
近
年
そ
の
使
命
を

終
え
た
、
ま
た
、
学
問
と
し
て
は
、
時
々
の
政
治
と
経
済
に
従
属
し

て
き
た
た
め
権
威
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
い
ま
獲
得
出
来
る
よ
う

な
方
向
も
出
せ
な
い
、
そ
し
て
、
社
会
的
な
位
階
と
し
て
は
、
ソ
連

社
会
の
一
般
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
北
の
進
行
に
従
っ
て
教
青
大
学
と

学
校
教
師
を
下
に
見
る
教
育
「
理
論
」
官
僚
機
構
と
な
っ
て
い
た
、

と
務
理
で
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
整
理
は
、
結
局
A
P
N
が
自
立
的
な
学
者
の
組
織
で
な
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
点
で
は
、
ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
が

A
P
N
指
導
部
の

無
力
の
線
源
と
し
て
「
執
行
者
の
心
理
、
追
随
主
義
、
教
典
解
釈
者

の
立
場
」
と
要
約
す
る
と
こ
ろ
に
、
ほ
ぼ
重
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
の
教
育
ア

カ
デ
ミ
ー
批
判
は
支
持
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

74 

革
新
実
践
と
結
び
つ
く
研

究
者
た
ち
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れ
は
そ
の
根
底
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
教
育
科
学
観
を
も
っ
て
い
る

た
め
で
あ
ろ
う
。

彼
は
、
「
教
育
学
の
特
質
そ
の
も
の
が
そ
れ
が
『
純
粋
に
理
論
的
』

で
も
「
純
粋
に
実
践
的
』
で
も
有
り
得
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
理
論

と
実
践
の
関
係
は
時
代
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
。
:
・
そ
し
て
現
在
は

ま
さ
に
先
進
的
な
教
育
実
践
が
理
論
を
も
た
ら
す
」
時
代
で
あ
る
と

一
言
う
。
そ
も
そ
も
「
ソ
ビ
エ
ト
教
育
学
の
大
き
な
成
果
は
す
べ
て
、

教
育
実
践
家
に
し
ろ
心
理
学
者
に
し
ろ
学
校
〔
現
場
〕
に
も
「
腰
ま

で
つ
か
っ
て
い
る
」
人
々
(
ザ
ン
コ
フ
、
エ
リ
コ

l
ニ
ン
、
ダ
ヴ
ィ

l

ド
フ
、
ガ
リ
ペ
リ
l
ン
等
)
の
名
前
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
思

い
起
噌
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
「
ア
カ
デ
ミ

i
指
導

部
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
、
ま
た
、
残
念
な
こ
と
に
社
会
の
意
識
の
中

で
定
着
し
た
、
『
革
新

i
l科
学
」
と
い
う
二
者
択
一
的
対
置
は
作
り

ご
と
で
あ
り
、
誤
り
で
あ
る
。
問
題
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
立
て
る
の

で
は
車
新
派
は
科
学
の
外
に
霞
か
れ
る
」
と
指
摘
し
、
彼
は
、
教
育

実
践
と
教
育
研
究
を
対
立
さ
せ
る
動
き
と
意
識
を
牽
制
し
つ
つ
、
あ

く
ま
で
実
践
と
理
論
の
棺
互
依
存
関
係
論
を
保
持
す
る
。

こ
う
し
て
披
は
、
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
も
割
れ
て
い
て
、
革
新
実
践

家
と
ア
カ
デ
ミ
ー
内
に
働
く
も
の
も
ふ
く
む
か
な
り
の
数
の
研
究
者

と
が
い
ま
「
一
緒
に
現
代
教
青
科
学
の
先
進
的
な
隊
列
を
作
っ
て
い

る
」
こ
と
に
注
意
を
促
し
つ
つ
、
こ
の
方
向
を
も
っ
て
「
教
育
科
学

は
、
ド
グ
マ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
山
へ
む
か
う
運
動
を
開
始
し
た
」

と
す
る
の
で
あ
る
(
「
コ
ム
ソ
モ

l
リ
ス
カ
ヤ
・
プ
ラ
ウ
ダ
』
八
八

年
二
月
一
日
)
。

現
在
は
、
ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
と
彼
の
提
言
に
共
鳴
す
る
教
授
学
の
V
e

夕
、
ヴ
ィ

l
ド
フ
と
心
理
学
の
A
@
ぺ
ト
ロ

l
ア
ス
キ
ー
の
両
A
P
N

会
員
を
中
核
に
し
て
、
ソ
連
の
教
青
科
学
の
危
機
を
右
の
よ
う
な
方

向
で
打
開
し
よ
う
と
す
る
勤
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
め
ざ
さ
れ
て
い
る
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
の
再
編
@
民

主
化
ゃ
、
各
地
の
民
間
教
育
研
究
サ

i
ク
ル
作
り
も
、
右
の
よ
う
な

対
抗
状
況
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
A
P
N

の
再
編
は
八
八
年
二
月
に
始
ま
る
が
、
再
編
の
た
め
の
政
府
委
員
会

の
提
案
も
失
致
に
終
わ
り
、
現
在
も
長
老
た
ち
の
抵
抗
に
会
っ
て
難

行
し
て
い
る
。
小
稿
は
こ
れ
以
上
そ
れ
に
立
ち
入
ら
な
い
)
。

そ
う
し
た
教
育
〈
学
)
界
で
い

・
協
力
の
教
育
学
。
教
師
と

ま
起
き
て
い
る
一
つ
は
、
事
実
の

子
ど
も
が
共
に
学
ぶ
授
業

直
視
と
教
育
の
歴
史
の
見
直
し
で

あ
る
。
「
統
一
@
ポ
リ
テ
フ
ニ
ズ
ム
・
労
働
の
学
校
」
と
い
う
十
月

箪
命
と
一
一

0
年
代
の
理
念
を
過
度
に
単
純
化
し
た
り
、
あ
る
い
は
放

棄
し
て
、
ど
う
い
う
教
育
政
策
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
い
か
な

る
教
宥
制
度
・
教
育
方
法
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
反
省
で

あ
り
、
「
児
童
学
」
な
ど
の
「
批
判
」
と
共
に
捨
て
て
き
た
も
の
の

再
検
討
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
伝
統
の
教
育
の
経
験
と
知
恵
へ
の
注
目

や
諸
民
族
の
教
育
の
歴
史
の
適
切
な
位
置
付
け
も
含
ま
れ
る
。
ま
た

教
育
の
科
学
は
マ
ル
ク
ス
か
ら
始
ま
る
と
い
う
従
来
の
公
式
テ
j
ゼ

の
批
判
や
コ
メ
ニ
ウ
ス
以
来
の
世
界
の
啓
蒙
教
育
思
想
の
評
価
が
始

伊む
門

i
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ま
っ
て
い
る
。
(
こ
れ
ら
の
「
見
蓋
し
」
の
動
き
に
つ
い
て
筆
者
は

別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
)

そ
し
て
他
方
で
、
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
も
の
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
理
念
、
子
供
@
青
年
、
教
師
の
「
権
利
」
「
人
権
」
と
い
う
発
想
、

「
協
力
の
教
育
学
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。

こ
の
協
力
の
教
育
学
に
少
し
ふ
れ
よ
う
。

「
協
力
」
(
印
O

可
急
三
口
吉
田
仲
〈
O
)

の
教
育
学
は
現
在
、
学
校
現
場

で
の
授
業
革
新
の
一
つ
の
キ

i
e
ワ
!
ド
か
ら
、
さ
ら
に
広
く
教
育

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
一
般
を
表
現
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

協
力
の
語
は
最
近
の
発
明
で
は
な
く
、
教
育
学
の
世
界
で
は
ヴ
ィ

コ
i
ツ
キ

i
の
発
達
の
最
近
接
領
域
の
理
論
の
中
に
、
融
訳
で
は
共

同
と
さ
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
出
て
き
て
い
た
。
こ
れ
が
現
在
、
協

力
(
サ
ト
ル

i
ド
ニ
チ
ェ
ス
ト
ヴ
ォ
)
の
教
育
学
と
い
わ
れ
る
場
合

に
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
教
師
と
子
供
の
関
係
(
後
出
の
ア
モ
ナ
シ
ヴ

ィ
i
リ
に
よ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
)
を
改
善
す
る
こ

と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
教
え
込
み
で
は
な
い
控
業
、
教
師
と
子

供
が
共
に
学
ぶ
授
業
、
子
供
向
志
が
集
団
の
中
で
助
け
合
い
な
が
ら

学
ぶ
設
業
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
組
織

全
体
の
協
力
、
学
校
と
家
庭
の
協
力
、
家
庭
内
で
の
協
力
、
地
域
社

会
に
お
け
る
協
力
、
な
ど
へ
と
適
用
範
閣
を
拡
大
し
、
教
育
の
琵
を

全
体
と
し
て
変
え
て
ゆ
こ
う
と
す
る
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
連
動
に
合

致
す
る
概
念
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
黒
木
由
紀
子
「
日
本
比
較
教
育

学
会
発
表
資
料
」
、
八
八
年
七
月
三
白
、
凶
九
頁
妻
照
)
。

円。
ヴ

I
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た
と
え
ば
あ
る
青
年
雑
誌
の
庫
談
会
に
お
い
て
、
「
学
校
は
革
命

的
再
編
i
l革
命
を
必
要
と
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
教
師
の
命
令

者
的
な
意
識
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
こ
と
だ
。
協
力
の
教
育
学
の
定

着
と
本
当
に
志
い
普
及
|
|
学
校
改
革
は
ま
さ
に
そ
れ
に
尽
き
る
。
こ

れ
が
本
当
の
成
果
を
実
際
に
も
た
ら
す
道
だ
」
(
『
ユ

l
ノ
ス
チ
」

(
青
年
)
八
七
年
九
月
号
)
と
語
ら
れ
た
り
す
る
の
は
、
こ
れ
が
教

育
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
第
一
歩
で
あ
る
教
師
・
生
徒
関
係
の
転
換
を

あ
ら
わ
す
普
通
名
認
に
も
な
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
協
力
の
教
育
学
が
従
来
の
ア
カ
デ
ミ
ー
系
の
教
授
法
や
教
青

省
に
よ
る
現
場
の
官
僚
統
制
に
対
す
る
対
抗
的
な
意
義
を
帯
び
た
の

は
、
八
六
年
一

O
月
に
教
員
新
聞
が
「
協
力
の
教
育
学
/
実
験
教
育

家
た
ち
の
集
い
の
報
告
」
を
掲
載
し
て
、
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

始
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
紙
に
よ
れ
ば
、
革
新
教
師
た
ち
の
実
践

を
モ
ス
ク
ワ
中
央
テ
レ
ど
昂
が
九
月
の
新
学
年
に
連
続
般
送
し
た
こ

と
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
こ
の
教
師
た
ち
の
初
め
て
の
集
い
を
企
晒

し
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
集
い
の
過
程
で
「
普
段
の
学
校
生
活
で

ほ
と
ん
ど
出
く
わ
さ
な
か
っ
た
、
容
易
で
な
い
こ
の
一
言
葉
が
、
集
い

の
全
参
加
者
に
よ
っ
て
、
新
し
い
教
青
学
の
本
質
を
も
っ
と
も
正
確

に
反
映
す
る
言
葉
と
し
て
採
用
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
新
聞
の
意
図

は
「
現
在
は
、
子
供
と
の
接
触
が
少
な
い
し
、
子
供
を
純
粋
に
う
や

ま
う
こ
と
が
少
な
い
。
子
供
の
本
来
の
力
を
活
気
付
け
る
こ
と
、
教

師
に
応
え
る
精
神
的
な
運
動
を
起
こ
す
叩
」
と
が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
素
朴
に
語
ら
れ
て
い
る
(
八
六
年
一

O

月
一
八
日
)
。

こ
こ
に
い
う
革
新
教
師
た
ち
と
は
、
採
点
を
付
け
な
い
低
学
年
教

育
法
の
グ
ル
ジ
ア
の
実
験
者
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
・
ア
ナ
モ
シ
ヴ
ィ

i
リ、

独
特
の
七
人
の
子
育
て
法
で
知
ら
れ
る
ニ
キ

i
チ
ン
夫
妻
、
文
学
教

育
の
改
革
者
ソ

i
フ
ィ
ヤ
@
ル
イ
セ
ン
コ

i
ヮ
、
学
校
民
主
化
を
試

み
た
校
長
ウ
ラ
ヂ
ミ
!
ル
e

カ
ラ
コ

l
フ
ス
キ

l
、
数
学
・
理
科
の

「
つ
っ
か
い
俸
」
方
式
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
@
シ
ャ
タ
l
ロ
フ
等
で
あ
り
、

皆
、
ア
カ
デ
ミ
ー
系
の
教
膏
方
法
に
よ
ら
ず
に
、
二
五
年
以
上
、
独

自
の
実
践
ぞ
試
み
て
き
た
つ
わ
も
の
で
あ
っ
た
(
こ
れ
ら
の
実
践
の

一
端
は
、
黒
木
正
や
柴
田
義
松
氏
が
雑
誌
で
紹
介
し
て
い
る
。
『
現

代
教
育
科
学
」
八
九
年
六
月
号
な
ど
参
照
)
。

こ
れ
ら
の
授
業
実
践
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
!
の
内
部
に

お
い
て
も
評
価
が
割
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
実
践
に
つ
い
て
い

ま
言
え
る
限
り
の
積
極
的
評
価
は
、
こ
の
項
の
は
じ
め
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
が
、
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
「
こ
れ
が
今
お
そ
ら
く
学
校

改
革
の
空
転
の
現
場
段
階
の
主
な
要
因
だ
」
と
指
摘
さ
れ
る
、
一
九

二一

0
年
代
以
昨
ソ
連
の
学
校
現
場
で
強
国
な
「
ヘ
ル
バ
ル
ト
的
な
、

教
設
@
生
活
指
導
過
程
の
目
標
と
指
標
、
評
価
基
準
」
(
ボ
リ
l
ス
@

ピ

ム

パ

i
ド
。
教
員
新
聞
、
八
八
年
四
月
五
日
)
を
打
破
す
る
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
に
、
現
在
、
研
究
者
と
の
協
力
や
印
刷
@

出
版
の
機
会
@
手
段
の
飛
躍
的
な
拡
大
が
切
実
に
望
ま
れ
て
い
る
。
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最
後
に
、
新
し
い
「
ソ
速
の
民
間
教
育
運
動
」
と
呼
ぶ
べ
き
、
教

育
革
新
の
社
会
運
動
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を

検
討
し
て
み
よ
う
。

や
は
り
、
先
ず
「
下
か
ら
」
の

社
会
運
動
H

民
間
運
動
が
い
ま
起

き
る
こ
と
の
ソ
連
的
な
意
義
か
ら

ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
、
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
〈
一
九
三
六
年
)
の
も
と
で
「
社
会
、
社
会

組
織
の
国
家
に
対
す
る
自
立
性
は
完
全
に
否
定
さ
れ
た
」
(
渓
内
議

「
現
代
社
会
主
義
を
考
え
る
』
一
九
八
八
年
、
岩
波
新
書
、
一
八
八

克
)
こ
と
、
そ
こ
で
は
労
働
組
合
も
「
国
家
化
」
さ
れ
た
こ
と
を
私

た
ち
は
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
例
の
、
も
っ
と
も
身
近
な
も
の
こ
そ
、
小
稿
が
し
ば
し
ば
引

く
『
教
員
新
聞
」
が
一
九
二
四
年
十
月
に
ル
ナ
チ
ャ
!
ル
ス
キ
ー
や

ク
ル

l
プ
ス
カ
ヤ
の
後
押
し
で
当
時
の
全
ソ
教
育
労
働
組
合
の
独
自

の
機
関
紙
と
し
て
誕
生
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
時

代
に
入
っ
て
一
九
二
二
年
以
降
一
九
八
八
年
ま
で
は
、
教
育
省
と
教

員
総
合
の
合
問
機
関
紙
と
し
て
発
行
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
ゃ
、

ま
た
取
り
あ
げ
る
願
は
逆
だ
が
、
そ
の
発
行
者
だ
っ
た
労
組
つ
ま
り

全
ソ
教
育
@
大
学
e

研
究
機
関
労
働
組
合
(
現
在
名
)
が
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
の
中
で
現
在
に
至
る
も
自
立
性
を
回
復
せ
ず
、
社
会
@
世
論

側
の
舞
台
に
出
て
こ
な
い
事
実
に
あ
る
。

こ
の
教
員
新
聞
が
一
九
八
六
年
以
降
は
グ
ラ
!
ス
ノ
ス
チ
を
受
け

-
教
員
を
下
か
ら
鼓
舞
す
る

教
員
新
聞

て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
独
自
性
を
発
揮
し
、
教
育
行
政
と
教

育
学
に
お
け
る
宮
僚
主
義
、
す
な
わ
ち
学
校
現
場
の
社
会
的
権
威
が

低
下
し
た
原
因
を
教
師
の
力
量
の
欠
如
に
す
り
か
え
て
自
ら
の
責
任

回
避
を
は
か
つ
て
き
た
、
連
邦
と
共
和
国
の
教
育
省
と
連
邦
教
育
科

学
ア
カ
デ
ミ
!
を
批
判
し
、
学
校
教
員
を
「
下
か
ら
」
立
ち
上
が
る

よ
う
鼓
舞
す
る
論
陣
を
張
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
機
運
の
も
と
で
、
学
校
教

.
「
ソ
連
創
造
的
教
員
同
盟
」

師
は
各
地
で
「
創
造
教
育
学
ク
ラ

の
結
成

ブ
」
を
結
成
し
た
り
、
従
来
の

「
教
育
会
」
を
民
主
化
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
経
験
交
流
を
活
発
化
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
八
六
年
の
秋
で
あ
る
が
、
功
労
教
師
の
称
号
を
も
っ

最
高
ソ
ビ
エ
ト
(
当
時
)
代
議
員
@
教
師
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
@
ザ
ハ

レ
ン
コ
の
発
議
か
ら
、
こ
れ
ぞ
連
合
化
す
る
「
教
師
た
ち
の
創
造
的

同
盟
」
を
結
成
す
る
準
備
が
「
教
員
新
聞
」
を
中
心
と
し
て
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

彼
等
は
、
八
九
年
五
月
一
八

1
ニ
O
B、
黒
海
の
ソ

i
チ
で
大
会

を
開
き
、
「
ソ
連
創
造
的
教
員
同
盟
」
を
結
成
し
た
。
結
成
前
夜
、

全
国
の
四

O
Oを
越
え
る
教
育
学
ク
ラ
ブ
団
体
を
統
合
し
て
い
る
と

発
表
し
た
。

同
盟
の
基
本
目
的
は
、
綱
領
に
よ
れ
ば
、
学
校
の
組
本
的
な
刷
新
、

教
師
の
地
位
の
向
上
、
教
育
者
の
創
造
活
動
の
発
展
と
普
及
と
擁
護
、

教
育
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
お
け
る
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の
広
範
な
階
層

円。
勺
t
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の
力
の
集
結
、
で
あ
る
。

大
会
が
採
決
し
た
「
宣
言
」
は
冒
頭
で
「
教
員
同
盟
!
そ
れ
は
同

盟
者
た
ち
の
同
盟
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
権
を
与
え
な
い
。
そ
れ
は
わ

が
国
の
学
校
の
附
刷
新
の
た
め
に
、
一
人
一
人
ば
ら
ば
ら
に
で
は
な
く
、

力
を
合
わ
せ
て
、
た
た
か
う
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
う
た

い
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
学
校
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
学
校
、
す
な
わ

ち
子
供
の
た
め
の
学
校
、
教
師
の
た
め
の
学
校
、
発
達
の
学
校
、
民

主
主
義
の
学
校
、
社
会
主
義
の
学
校
、
多
様
な
学
校
、
協
力
の
学
校
、

生
活
の
学
校
、
と
み
な
す
人
々
に
同
盟
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
」

と
結
ぶ
。

こ
の
、
あ
る
べ
き
学
技
師
憾
の
表
現
や
順
序
に
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う

し
、
さ
ら
に
、
宣
言
案
の
作
成
時
に
発
表
さ
れ
た
同
盟
の
「
立
場
」

が
、
無
党
派
の
詩
人
E
@
エ
フ
ト
ゥ
シ
ェ
ン
コ
も
含
む
組
織
委
員
会

共
同
議
長
の
全
員
の
意
思
と
し
て
、
「
陶
冶
の
制
度
は
、
継
続
的
制

度
、
社
会
的
H
国
家
的
な
制
度
、
多
様
性
と
発
達
と
協
力
に
基
づ
い

た
制
度
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
白
標
を
省
い
た
こ
と
、

社
会
計
非
政
府
を
国
家
よ
り
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
「
協
力
」
の

理
念
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
「
立
場
」
が
今
の
と

こ
ろ
、
教
員
同
盟
の
実
際
の
行
動
理
念
の
よ
う
で
あ
る
。

大
会
は
二
七
名
の
中
央
評
議
会

(
H
ソ
ビ
エ
ト
〉
を
選
出
し
た
。

こ
こ
に
は
現
在
の
教
育
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
推
進
派
の
中
で
も
積
滋
派

に
位
置
す
る
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
が
入
っ
た
。
た
と
え
ば
、
教

捜
学
の
革
新
者
ダ
ヴ
ィ
!
ド
フ
、

A
P
N
の
権
威
主
義
を
批
判
し
続

け
て
ス
ホ
ム
リ
l
ン
ス
キ
ー
を
擁
護
し
て
き
た
教
育
評
論
家
の
ソ
ロ

ヴ
ェ
イ
チ

i
ク
、
改
革
政
策
の
諮
問
機
関
@
臨
時
研
究
調
査
集
団
「
基

礎
学
校
」
を
率
い
て
き
た
ド
ネ
プ
ロ
ー
ブ
、
そ
の
他
で
あ
る
。
彼
等

の
中
か
ら
議
長
に
は
、
子
供
へ
の
形
式
的
抑
圧
を
排
除
す
る
初
等
教

育
革
新
で
知
ら
れ
る
、
先
の
シ
ャ
ル
ヴ
ア
e

ア
レ
ク
サ
ン
、
ド
ロ
ヴ
ィ

チ
e

ア
モ
ナ
シ
ヴ
ィ
!
リ
(
心
理
学
博
士
、

A
P
N
会
員
、
国
会
議

員
、
グ
ル
ジ
ア
人
)
を
、
ま
た
、
副
議
長
に
は
二
人
の
教
育
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ラ
ヂ
ミ
j
ル
@
マ
ト
ヴ
ェ

i
エ
フ
(
教
員
新
聞
を
ペ

レ
ス
ト
ロ
イ
カ
路
線
に
導
い
た
前
編
集
長
。
八
九
年
一

O
月
没
)
と

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
@
ア
タ
ム
ス
キ
ー
を
選
ん
だ
。
こ
の
ア
タ
ム
ス
キ
ー

こ
そ
教
員
新
聞
の
記
者
な
が
ら
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
初
期
か
ら
創
造

教
育
学
ク
ラ
ブ
「
ユ
リ
イ
カ
」
を
作
り
、
こ
の
教
員
同
盟
の
組
識
委

員
会
を
取
り
仕
切
っ
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
(
以
上
、
教
員
新
聞
八

八
年
一
二
月
二

O
日
、
八
九
年
五
月
二
二
日
、
一
八
日
、
二
三
日
ほ

か
)

0彼
等
は
い
ま
マ
ス
コ
ミ
の
前
面
に
出
て
、
時
代
の
先
頭
に
立
っ
て

お
り
、
教
育
分
野
の
エ
リ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
現
在
の
対
抗
関
係
ゃ
、
人
材
分
布
か
ら
い
っ
て
、
な
る
べ
く
し
て

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

創
造
的
教
員
開
盟
の
八
九
年
秋
の
中
央
の
「
作
業
部
会
」
か
ら
各

組
織
~
の
活
動
提
起
は
、
学
校
を
住
民
@
民
族
の
も
の
に
す
る
地
域

学
校
ず
つ
く
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
の
学
校
政

Qυ 
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策
に
対
す
る
批
判
と
反
省
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
も
し

学
校
が
社
会
に
お
い
て
文
化
形
成
的
機
能
を
巣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

す
る
な
ら
、
文
化
の
担
い
手
に
、
そ
し
て
い
く
ら
か
は
文
化
の
再
建

者
に
も
な
り
う
る
の
は
、
民
族
学
校
で
あ
る

0

・
:
し
か
し
そ
う
い
う

学
校
の
全
連
邦
的
な
画
一
設
計
図
吾
作
ろ
う
と
す
る
〔
か
つ
て
の
よ

う
な
・
:
引
用
者
〕
試
み
は
無
意
味
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
同
盟
「
作
業
部
会
」
は
各
地
の
教
育
学
ク
ラ
ブ
の
課
題
を
「
様
々

な
住
民
集
団
の
教
育
要
求
を
調
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
」
に

ま
と
め
、
「
民
族
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
に
参
加
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
提
起
す
る
(
教
員
新
聞
八
九
年
九
月
九
日
)
。
同
盟

指
導
部
は
、
現
在
の
学
校
危
機
を
打
開
し
、
学
校
と
教
師
が
信
頼
を

回
復
す
る
再
生
の
道
を
こ
の
あ
た
り
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

ク
ラ
ス
ノ
ダ

i
ル
あ
る
い
は
ベ
ロ
ロ
シ
ア
、
ラ
ト
ピ
ア
、
ゥ
ラ
ル
、

極
東
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
規
模
で
結
成
さ
れ
て
い
る
地
方
の
創
造
的

教
員
同
盟
の
連
合
や
、
一
番
下
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
と
も
に
力
を
つ
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
は
教
育
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
保
守
派
も
社
会
的
な
組
織
化

に
動
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
長
老
会
員
で
職
業
教
育
焔
の

S
・
パ
ー

ト
ウ
イ
シ
ェ
フ
(
今
年
か
ら
国
会
議
員
)
は
、
対
抗
の
民
間
組
織
「
全

ソ
綴
業
教
育
従
事
者
連
盟
」
を
結
成
し
、
自
ら
、
理
事
長
に
お
さ
ま

る
な
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
結
成
手
続
き
の
非
民
主

性
と
ア
カ
デ
ミ
ー
と
の
重
複
を
教
員
新
闇
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る
が

(
教
員
新
聞
八
九
年
一

O
月
一
七
日
、
「
破
産
者
た
ち
の
連
盟
」
)

い
ず
れ
に
し
ろ
、
い
よ
い
よ
教
員
を
組
織
す
る
面
で
も
具
体
的
に
対

抗
す
る
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
運
動
に
刺
激
を
受
け
て
、
大
学
@
専
門
学
校
学
生

た
ち
も
、
従
来
の
種
々
の
形
式
主
義
(
社
会
科
学
教
青
、
青
年
組
織

の
在
り
方
な
ど
)
に
対
す
る
反
発
と
不
信
か
ら
、
い
ま
行
動
へ
、
自

治
組
織
づ
く
り
へ
と
踏
み
出
し
て
い
る
。
学
寮
や
奨
学
金
な
ど
を
め

ぐ
る
待
遇
改
善
要
求
や
中
央
か
ら
の
一
方
的
な
大
学
再
編
に
反
対
を

か
か
げ
て
あ
る
い
は
自
治
権
拡
大
を
め
ぐ
っ
て
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
運

動
・
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
て
い
る
(
ヤ
ロ
ス
ラ

i
ヴ
リ
大
学
、
ト
ー

ム
ス
ク
教
育
大
、
ハ
パ

l
ロ
フ
ス
ク
教
育
大
、
な
ど
)
。

ま
た
、
生
徒
も
中
学
校
の
民
主
化
を
も
と
め
、
壁
新
聞
運
動
、
生

徒
自
治
活
動
を
始
め
て
い
る
。
ハ
パ

i
ロ
フ
ス
ク
そ
の
他
か
ら
そ
う

い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
の
鶴
に
載
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
の
北

・
サ
ハ
リ
ン
の
「
創
造
教
育
海
道
に
地
理
的
に
も
っ
と
も
近
い

罰
盟
」
が
求
め
る
「
道
民
ソ
連
、
サ
ハ
リ
ン
の
ユ
ジ
ノ
サ
ハ

教
」
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
リ
ン
ス
ク
教
育
大
学
・
教
育
学
研

究
室
の

e
ウ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
コ
ル
ス

ノ
i
フ
助
教
授
か
ら
、
つ
い
先
日
、
教
膏
運
動
の
交
流
を
呼
び
掛
け

る
手
紙
が
来
た
の
で
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
。
一
九
八
九
年
一
一
月
八

日
付
で
あ
る
。

i
i民
間
教
育
運
動
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
力
を
つ
け
て
き
て
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お
り
ま
す
。
サ
ハ
リ
ン
創
造
教
育
学
ク
ラ
フ
同
盟
は
こ
の
二
か
月
、

四
回
ほ
ど
集
会
を
持
ち
ま
し
た
。
集
会
で
は
周
知
の
よ
う
に
、
す
ぐ

れ
た
教
師
た
ち
が
自
分
の
作
品
を
、
す
な
わ
ち
生
徒
の
学
習
の
も
っ

と
も
有
効
な
指
導
法
が
用
い
ら
れ
る
授
業
を
、
見
せ
る
の
で
す
。
南

サ
ハ
リ
ン
で
一
番
お
も
し
ろ
い
学
校
の
一
つ
は
ド
!
リ
ン
ス
ク
〔
旧
@

落
合
〕
地
区
の
ソ
!
コ
ル
町
の
中
学
校
で
す
。
こ
の
学
校
の
教
師
た

ち
は
わ
が
研
究
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
同
で
、
生
徒
の
自
己
教
育
@
自

己
形
成
と
い
う
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
点
に

関
心
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
も
っ
と
詳
し
く
手
紙
に
し
た
り
、
何
か

の
資
料
を
送
っ
た
り
出
来
ま
す
。

創
造
教
育
学
ク
ラ
ブ
に
関
わ
る
活
動
に
は
本
学
の
学
生
た
ち
ら
参

加
し
て
い
ま
す
(
学
生
マ
カ
j
レ
ン
コ
教
育
学
サ
ー
ク
ル
で
の
活
動

を
通
し
て
で
す
)
。

教
員
新
聞
紙
上
の
記
事
か
ら
恐
ら
く
、
ソ
連
の
「
今
年
の
教
師
」

コ
ン
ク
ー
ル
実
施
と
い
う
ア
イ
デ
ア
の
こ
と
は
ご
符
じ
と
忠
い
ま
す
。

私
が
会
長
を
や
っ
て
い
る
、
ロ
シ
ア
共
和
国
教
育
会
サ
ハ
リ
ン
州
組

織
は
、
本
学
年
境
「
今
年
の
若
手
教
師
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
若
手
数
姉
た
ち
が
自
己

主
張
す
る
の
を
助
け
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

私
は
教
育
会
サ
ハ
リ
ン
州
組
織
の
幹
事
会
か
ら
、
北
海
道
の
民
間

教
育
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
つ
け
る
よ
う
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
は
あ
な
た
〔
所
〕
と
竹
田
先
生
〔
北
大
教
捜
〕
に
こ
の
点
を
お

顕
い
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
ご
存
じ
の
と
こ
ろ
を
ど
う
か

お
手
紙
下
さ
い
。
さ
よ
う
な
ら
。

本
稿
の
最
初
に
引
い
た
モ
ス
ク
ワ
の
中
学
校
の
歴
史
教
師
ベ
ル
シ

テ
!
イ
ン
は
発
言
を
次
の
言
葉
で
結
ん
で
い
る
「
大
事
な
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
学
校
(
提
唱
者
名
の
付
い
た
実
験
学
校
も
、
モ
デ
ル
校

も
、
あ
り
き
た
り
の
普
通
の
学
校
も
)
も
必
ず
知
的
な
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
担
本
を
理
解
す
る
こ
と
だ
」
。
こ
の

限
り
、
そ
の
思
想
は
正
し
い
と
思
う
。
ソ
連
で
も
こ
の
よ
う
な
教
師

が
串
サ
ハ
リ
ン
の
例
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
仲
間
を
ふ
や
し
、

研
究
者
と
協
力
し
て
力
量
を
つ
け
る
べ
く
頑
張
る
こ
と
が
カ
ギ
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
日
本
の
わ
れ
わ
れ
に
も
共
通
の
課
題
だ

と
私
は
考
え
る
。
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「さあ皆さん、これから私がハンマーの使い

方をお教えしますワネjげ教員新商j89年 2

月 11El掲載〕


